
M E D I C A L  C A R E  A N D  T E C H N O L O G Y

公衆衛生学研究科医療技術学研究科
【専門職学位課程】 1 年コース、2 年コース　【博士後期課程】 3 年

医療技術・医療機器が著しく進化し、分野ごとの専門性が求めら
れる近年、コ・メディカル分野がより重視されています。そんな中、
医療技術学研究科では、２００６年に視能矯正学、２００９年に看護
学、診療放射線学、臨床検査学の大学院を開設。２０１２年には柔道
整復学を宇都宮キャンパスに開設しました。

実学を重んじる伝統を持つ帝京大学大学院として、本研究科では

「高度な専門職医療人」の養成を目指し、自分で考え、解決し、新
しい道を切り開いていける人材の育成に力を注いでいます。病院が
隣接し、研究と臨床がひとつの場所にある状況は、専門職医療人を
育てるのに絶好の環境。この環境を生かし、臨床現場との協働研究を
充実させ、より高度な医療人を育成していきます。

公衆衛生の専門職大学院として、国内で４番目、私学では初めて
２０１１年に開講されました。本研究科では、公衆衛生の専門知識・
技能と公衆衛生マインドを身につけた人材、公衆衛生の現場で発生
する諸課題に対し、科学的判断に基づく問題解決を実践できる指導
的立場にある専門職人材（Professional）を養成しています。

２０１４年には博士後期課程を開設。専門職人材の活動を統括

指導する上級管理者・上級指導者、さらには、急速に変動発展する
国際社会と科学技術に対応する保健医療システムの変革を、先導し
管理する能力を備えた人材（Change Agent）の養成を目指しています。

学生と教員が一体となり、人々の生命と健康を守るための総合的な
問題解決に取り組める研究科です。

P U B L I C  H E A LT H

p . 1 3−視 能矯正学専攻
D I V I S I O N O F O R T H O P T I C S

【博士前期（修 士）課程 】 2 年　
【博士後期（博 士）課程 】 3 年

p . 14−看護学専攻
D I V I S I O N O F N U R S I N G

【博士前期（修 士）課程 】 2 年　
【博士後期（博 士）課程 】 3 年

p . 1 5−診療放射線学専攻
D I V I S I O N O F C L I N I C A L R A D I O L O G Y

【博士前期（修 士）課程 】 2 年　
【博士後期（博 士）課程 】 3 年

p . 1 6−臨床検査学専攻
D I V I S I O N O F C L I N I C A L L A B O R AT O R Y M E D I C I N E

【博士前期（修 士）課程 】 2 年　
【博士後期（博 士）課程 】 3 年

p . 17−柔 道整復学専攻
D I V I S I O N O F J U D O T H E R A P Y

【修士課程】 2 年

　学位授与に要求される能力を修得するために、医療技術学研究科は、以下の
方針でカリキュラムを編成する。
1. 各専攻が掲げる高度な専門的知識を獲得し、その技術を実践できるように
するための科目を編成する。

2. 課題への探求心と解決能力および発表能力を修得するために、指導教員の
もとに主体的に研究を遂行し、	学位論文を作成・発表する科目を編成する。

3. 医療技術の進歩や社会情勢の変化に適応できる能力および教育指導力を
高めるための科目を編成する。

C U R R I C U L U M  P O L I C Y    カリキュラム・ポリシー

　医療技術学研究科は、建学の精神に則り、社会の要望にこたえるため、高度
先進医療に対応した専門医療職を目指すとともに、教育・研究面で指導的立場で
活躍できる人間性豊かな人材の育成を目的とする。

E D U C AT ION A L G OA L S   教育目的

　医療技術学研究科は、高い人間性と高度先進医療を担える専門的学識・技能を
有し、また教育研究の指導ができる人材の育成を目指している。以下のような
能力を身につけ、かつ所定の単位を修めた者に対して学位を授与する。
1.各専攻が掲げる高度な専門的知識を有し、その技術を実践することができる。
2.自ら問題を的確にとらえて解決し、発表することができる。
3. 医療技術の進歩や社会情勢の変化に適応する生涯学習態度および教育指導
態度を有する。

D I P L O M A  P O L I C Y    ディプロマ・ポリシー

D I P L O M A  P O L I C Y    ディプロマ・ポリシー

　公衆衛生学研究科は、建学の精神に則り、患者や地域住民の健康回復・増進と、社会
全体の健全な保健医療体制の持続的な発展と医療の質の継続的な向上に寄与するために、
様々な公衆衛生上の諸課題に対して指導的立場で且つ科学的判断に基づく問題解決型の
対処ができる高度専門職業人と、その活動を統括指導できる公衆衛生の高度な実践能力と
リーダーシップを併せ持つ上級管理者・上級指導者としての人材の養成を目的とする。

E D U C AT ION A L G OA L S   教育目的

【専門職学位課程】
　公衆衛生学研究科（専門職学位課程）は、国内外の現場で発生する公衆衛生上の諸
問題に対して専門領域ごとに指導的立場で問題解決型の対処ができる高度専門職業人の
養成を目指している。従って、高度専門職業人養成という観点から以下のような能力を
身につけ、かつ2年コースの場合は2年以上、1年コースの場合は1年以上在学し、課題
研究報告書の審査に合格し所定の単位を修めた者に対して学位を授与する。
1. 環境・社会との関わりから健康事象を理解し、対処できる専門的知識・技術・態度を
習得する。特に今日の医学・医療を取り巻く状況の変化を理解し、実際の現場で対処
できる専門的な技術と指導力を有している。

2. 集団を対象とした健康事象の把握手法、および因果関係推定の技法であり、根拠に基
づく医療（EBM：Evidence	Based	Medicine）に必須である疫学を修得することにより、
科学的医療を実践できる専門的な技術と指導力を有している。

3.予防、診断・治療、社会復帰に係わる社会的取組み、諸システムを包括的に理解し、
それを医学・医療の実践に適用できる専門的な技術と指導力を有している。
4.公衆衛生学の見地に立って、身体的・心理的・社会的に弱い状況におかれた者の立場を
理解した総合的医学や全人的医療・地域医療が実践できる専門的な技術と指導力を
有している。

【博士後期課程】
　公衆衛生学研究科（博士後期課程）は、公衆衛生学研究科の目的に則り、変動発展
する社会と科学技術に対応し、新規の問題に対して科学的な分析を行い、その結果と
解決策を科学的根拠に基づいて提示・実践し、評価できる能力に加えて、そのような
成果を達成するために求められるリーダーシップ、マネージメント能力、コミュニケー
ション能力等を併せ持つ上級管理職・上級指導者の養成を目指している。従って、本公衆
衛生学専攻の博士後期課程においては、そのような上級管理職・上級指導者という観点
から以下のような能力を身につけ、3年以上在学し、学位論文の審査に合格し所定の単位を
修めた者に対して学位を授与する。
1.公衆衛生の実際の場における問題解決のために公衆衛生の5つのコア領域（疫学、生物
統計学、保健政策・医療管理学、産業保健・環境保健学、行動社会疫学）を統合する
役割を果たすことができる能力を有している。

2. 変動発展する社会と科学技術に対応し、新規の問題に対して科学的な分析を行い、その
解決策を科学的根拠に基づいて提示・実践し、評価することのできる能力を有している。

3.公衆衛生の実践において求められるリーダーシップ、マネージメント能力、コミュニ
ケーション能力等を有している。
4.患者や地域住民の健康回復・増進と、社会全体の健全な医療体制の持続的な発展と
医療の質の継続的な向上に寄与するために、様々な公衆衛生上の諸課題に対して指導的
立場で且つ科学的判断に基づく問題解決型の対処ができるとともに、その活動を統括
指導できる能力を有している。

5.グローバルな視点から身体的・心理的・社会的に弱い状況におかれた個人及び社会の
立場を理解し全人的医療及び地域医療を含めた公衆衛生活動を指導的立場から実践
する能力を有している。

　学位授与に要求される知識・能力を修得するために、公衆衛生学研究科は、以下の
方針でカリキュラムを編成する。

【専門職修士課程】
1. 国際標準として公衆衛生専門職に求められる一定レベルの知識・技能を習得するた	め、
米国の公衆衛生教育協会の認定基準に準拠し、「疫学」、「生物統計学」、「社会行動科学」、
「保健行政・医療管理学」、「産業環境保健学」の5つの領域（科目群）を設け、養成する
人材像にかかわらず、各領域の基礎科目を必修科目としている。

2. 社会や環境との関わりで人間を捉えるという疫学的な思考と公衆衛生マインドを涵養
するため、養成する人材像にかかわらず、「疫学」と「生物統計学」を、講義・演習共に
必修科目として設定している。

3. 現場の問題に発し現場の実践に資する能力を身につけるため、理論先行の公衆衛生教
育から一歩踏み出し、ケースメソッド演習やグループ討論、現場実習による実践教育に
重点を置き、各養成人材に適合する以下のような演習科目や実習科目を配置するとともに、
「インターンシップ」科目も設けている。
【総括産業医・労働衛生コンサルタント】
産業環境保健学実習
【産業・環境保健の作業環境測定士・環境計量士】
産業環境保健学実習
【コメディカル部門の管理者】
医療経営学演習、医療管理学実習
【臨床試験・生物統計の専門家】
臨床疫学概論、基礎生物統計学、臨床試験演習、データ解析演習
【国際保健の専門家】
国際保健学演習、国際保健実習
【生活習慣指導の専門家】
医療コミュニケーション学／健康行動科学演習
【地域保健医療の専門家】
地域保健学

4.公衆衛生上の広範かつ多様な課題に対応できる専門能力を育成するため、地域医療や
国際保健、緩和医療に関連する科目も設けている。

5.海外の最新事情や最先端の知識に触れグローバルな視点を身につけるため、5つの領域ごと
の世界的権威であるハーバード大学教授陣による「特別講義（冬季集中）」を設けている。

【博士後期課程】
1. 公衆衛生の実際の場における問題解決のために公衆衛生の5つのコア領域を統合する
役割を果たすことができる能力を有する人材を養成するために共通科目としての公衆
衛生学特論Ⅰ～Ⅴ（国際標準として公衆衛生高等教育に求められる5つの領域）を設け、
さらに3つの専門分野（「疫学・生物統計学分野」、「産業保健・環境保健学分野」、
「保健政策・医療管理学分野」）の授業科目を設ける。
2.変動発展する社会と科学技術に対応し、新規の問題を発見し、それに対して科学的な
分析を行い、その解決策を科学的根拠に基づいて提示・実践し、評価できるようになる
ため、各専門分野の研究指導教員による「特殊研究」科目を設ける。

3.公衆衛生の実践と教育・研究を行う実施チームのリーダーとして適切かつ迅速に対応
できるリーダーシップを核とする能力を身につけるため、養成する人材像にかかわらず、

　	3分野共通の必修科目を設ける。
4.研究と実践のバランスを図るため、各専門分野の科目群には演習形式やケーススタディ
形式を含む授業科目を設ける。

5.国際通用性の観点から、海外の最新事情や最先端の知識に触れグローバルな視点を
身につけるため、公衆衛生学の 5つのコア領域について海外提携校の教授陣による
授業科目を設ける。

C U R R I C U L U M  P O L I C Y    カリキュラム・ポリシー

p . 19−公衆衛生学専攻
D I V I S I O N O F P U B L I C H E A LT H
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